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自分の考えをもち表現することができる子の育成 

～ 第２学年 国語「お手紙」の実践を通して ～ 
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１ はじめに 
学習指導改善調査の分析により、学校全体で、自分の考えをもってしっかり表現する力を高める

ことが大きな課題であることを再確認した。 
授業では、次のように指導改善をし、落ち込んでいるところを高めていくことにした。 

 児童の実態    指導の改善で付けたい力  
・「根拠を生かして記述する力」が弱い → ・「～だから～だ」と根拠を述べて書いたり考え

たりする 
・引用するだけの解答が目立つ→ → ・解釈までする 

・自分の体験や知識を盛り込む 
 
２ 授業の実際 
（１）めざす子ども像  

一つ一つの言葉を大切にしながら文章と自分の思いや経験をつなぐとともに、友だちの感じ方に共

感しながらより深く作品を味わうことができる子ども 
 
（２）方策及び成果と課題等 

方策① ３つの対話を意図的に仕組む 成果と課題等 
●「教材との対話」 

「なぜそう思うの？」と尋ねるのではなく、

「どこから、そう思うの？」と問いかけること

で、教材とのつながりを生むようにする。 
●「自分自身との対話」 
導入のとき、教材文の内容に関するこれまで

の経験や知識について交流することで、教材文

と自分自身の経験を照らし合わせながら読み

描くことができるようにする。 
●「友だちとの対話」 

意見交流を通してそれぞれの子どもがもつ

多彩なイメージを交流し、読みを深める。この

とき、文章の言葉に即して意見を述べさせるこ

とで、文章からかけ離れないようにする。 

 ３つの対話を通して児童は、文章のどこにどんな

言葉があるから自分はどう思うかなど、文章から見

つけた言葉をもとに根拠を述べて意見交流するこ

とができるようになった。 
 読解をし、解釈していく過程を通して文章中の言

葉を引用するだけの意見交流ではなく、体験や知識

を盛り込んだ意見交流をすることができるように

なってきた。 

 

 今後もこの３つの

対話を意図的に仕組

み、読みを深めさせ

ていきたい。 

 



方策② 言葉のツールボックスを提示する 成果と課題等 
言葉を思考の道具として捉える事ができる

ように、意見交流を行わせるための言語材料、

単元の主題に関わること、読解や解釈に関わる

ことに触れて話すときに必要になってくるだ

ろうと思われる言葉を「ことばのツールボック

ス」として提示し、いつでも見ることができる

ように掲示する。使いこなせる言葉の範囲を広

げたり、言葉の使い方を鍛えたりすることによ

っていろいろな言葉を使って表現させ、思考力

を高める。 

言葉のツールボックスを頼りに意見交流をする

ことより、今まで語彙力が少ないために考える力が

弱く、発言できなかった子も、自分の考えを表現す

るのに当てはまる言葉を見つけて発言できるよう

になった。 
意見交流をする手順として、本単元では読解をし

てから解釈をするようにしていたが、場合によって

は解釈をする学習活動の際も、読解したことをもう

一度振り返らせるとよかった。 

方策③ 児童全員に考えをもたせる 成果と課題等 
意見交流する前に、教材文を読んで思ったこ

と、考えたことや疑問など、自分の考えを整理

してワークシートに書かせる。ワークシートに

は、解釈の根拠となる具体的な言葉も書かせ、

それをもとに、意見交流する。 

 

本単元では、ワークシートにメモしたことを基に

することによって自分の考えを表現し、話し合うこ

とができた。しかしこのような書き言葉をあらかじ

め準備しなくても本文を読みながら自由に感じた

ことなどを話し合っていけるようにしていきたい。

そのためには、このような活動をたくさんさせなが

ら少しずつメモする言葉を減らし、感じたことを直

接話すことで表現できるようにしていきたい。ま

た、交流のあり方として、一つの意見につながる次

の意見が出され、だんだん一つの意見が深まってい

くという意見交流をめざしたい。 

方策④ 意見交流をコーディネートする 成果と課題等 
 次のような児童の姿をめざし、意見交流をコ

ーディネートする。 
 
●自分が感じたことを話すことで、自分の考え

をより確かなものとする。 
●友だちの話を聞くことで新たなことに気付

く。 
●どこが自分の考えと違っていたか考えたり、

友だちの考えの面白さを見つけたりする。 
●話し合いを通してさらに読みを深めていく。 
 

心にとどまる言葉についてメモしたことを基に

グループや、クラス全体で意見交流させ、読みを深

めることができるようにした。文章と自分の思いや

経験をつなぐ時、文章中にある言葉がどのような意

味をもっているのか言葉に表すことができなかっ

た子も、友だちが言葉で表現したものを聞いて、自

分の考えとしてより確かなものとしていくことが

できた。また、自分が気にも留めなかった言葉が、

意見交流を通して文章の中で何らかの意味をもっ

ていることに気づく児童もいた。 
友だちの感じ方を受けとめながら読み描き、読み

を深めさせることができるような意見交流をめざ

したい。 



 


